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未
舗
装
で
あ
っ
た
自
治
会
本
館
前
駐
車
場
広
場
に
つ
い
て

は
、
雨
天
の
場
合
に
は
ぬ
か
る
ん
だ
と
こ
ろ
を
歩
か
な
く
て

は
な
ら
ず
大
変
不
便
を
か
け
て
い
た
状
態
で
、
ま
た
昨
年
度

の
夏
祭
り
時
に
は
途
中
、
雨
に
見
舞
わ
れ
浴
衣
姿
に
下
駄

ば
き
で
盆
踊
り
を
踊
っ
て
も
ら
っ
て
い
た
足
元
が
汚
れ
る
な

ど
し
た
こ
と
か
ら
、
舗
装
を
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
話
が
今

年
度
に
な
っ
て
か
ら
あ
り
、
去
る
６
月
に
臨
時
総
会
を
開
催

の
上
、
基
金
積
立
金
を
一
部
取
り
崩
し
て
補
正
予
算
を
組

み
、
７
月
下
旬
か
ら
進
め
て
い
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
舗
装
工
事 

か
ら
正
副
自
治
会
長
及
び
理
事
（
区
長
）、
各
種
関
係
団
体

長
、
そ
し
て
地
元
市
議
会
議
員
の
24
名
が
出
席
の
も
と
開
催

さ
れ
た
。 

 
 

主
要
懇
談
テ
ー
マ
と
し
て
、
①
「天
川
地
区
に
お
け
る
産

業
廃
棄
物
の
早
期
撤
去
に
つ
い
て
」（
平
成
26
年
度
か
ら
の
継

続
議
題
）②
「太
田
地
区
に
お
け
る
願
成
寺
川
治
水
対
策
に
つ

い
て
」③
「

薭
田
野
町
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
提
示
に
伴
う
防
災
へ
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
」④
「第
四
次
亀
岡
市
総
合
計
画
（
夢
ビ

ジ
ョ
ン
）に
於
け
る

薭
田
野
町
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
」の
４
点

の 

（
８
月
15
日
） 

が
８
月
初
め
に
完
成
し
た
。 

 
 

こ
れ
に
よ
り
自
治
会
に
お
越
し
の
町
民
の
皆
さ
ん
を
は
じ

め
、
多
く
の
お
客
様
の
利
便
性
の
向
上
が
図
れ
、
来
場
者
の
皆

さ
ん
か
ら
は
「よ
う
な
っ
た
な
あ
！
」と
の
多
く
の
声
を
い
た
だ

い
て
い
る
。 

 
 

 

平
成
27
年
度
地
域
懇
談
会
が
開
催
さ
れ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
７
月
13
日
） 

 
 

平
成
27
年
度
地
域
懇

談
会
が
７
月
13
日
（
月
）

午
前
９
時
30
分
か
ら
自

治
会
館
に
お
い
て
、
亀
岡

市
か
ら
栗
山
正
隆
市
長

湯
浅
敬
三
・勝
見
彰
両

副
市
長
、
坂
井
茂
子
病

院
事
業
管
理
者
、
竹
岡

敏
教
育
委
員
会
教
育
長

を
は
じ
め
、
各
関
係
部

長
等
20
名
、
当
自
治
会 

テ
ー
マ
に
関
し
て
白
熱

し
た
議
論
が
交
わ
さ

れ
た
。
特
に
今
年
度
は

例
年
の
区
か
ら
の
要
望

事
項
に
加
え
て
、
近
年

の
異
常
気
象
に
伴
う

防
災
へ
の
取
り
組
み
、

当
町
の
今
後
に
お
け

る
町
づ
く
り
の
取
り
組

み
等
に
つ
い
て
亀
岡
市 

 
 と

協
働
の
仕
方
を
意
識
合
わ
せ
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
れ

か
ら
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
は
、
継
続
的
に
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
こ
と
か
ら
町
民
各
位
の
声
を
拝
聴
し
つ
つ
進
め
て
い

く
こ
と
と
し
ま
す
。 

 
 

（
８
月
３
日
） 

平
成
27
年
度
ひ
え
だ
の
町
夏
祭
り 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 

盛
大
に
開
催
！ 

自
治
会
前
駐
車
場
広
場
の
舗
装
が
完
成
！ 

 

本
年
度
も
８
月
15
日
（
土
）午
後
６
時
か
ら
夏

祭
り
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。
当
日
は
、
栗
山

正
隆
亀
岡
市
長
・田
中
英
之
衆
議
院
議
員
・田

中
英
夫
・中
村
正
孝
両
京
都
府
議
会
議
員
等

多
く
の
来
賓
を
お
迎
え
し
、
小
・中
学
生
児
童 
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あ
て
も
の
等
）の
ほ
か
、
亀
岡
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
協
力
に

よ
る
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の
出
店
、
各
種
愛
好
家
等
に
よ
る
作
品
展

示
や
小
学
生
児
童
の
絵
画
な
ど
、
ま
た
子
ど
も
か
ら
老
人
ま

で
幅
広
い
年
齢
層
の
町
民
多
数
の
参
加
に
よ
る
盆
踊
り
大
会 

生
徒
に
よ
る
オ
ー
プ
ニ

ン
グ
ダ
ン
ス
を
ス
タ
ー
ト

に
カ
ラ
オ
ケ
大
会
（
来
賓

５
名
・各
区
か
ら
15
名
の

合
計
20
名
）や
各
種
関

係
団
体
に
よ
る
夜
店
の

出
店
（
か
き
氷
・焼
き
そ

ば
・チ
ヂ
ミ
・た
こ
焼
き
・

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・わ
た

菓
子
・た
こ
せ
ん
・鳥
か

ら
揚
げ
・フ
ラ
イ
ド
ポ
テ

ト
・ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル
・ 

等
々
、
数
多
く
の
催
し
物
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。 

 

特
に
今
年
は
亀
岡
市
教
育
委
員
会
の
ご
協
力
に
よ
る
京
都

府
登
録
有
形
民
俗
文
化
財
指
定
の
「奥
条
人
形
浄
瑠
璃
用

具
」の
展
示
に
よ
り
イ
ベ
ン
ト
に
花
を
添
え
て
頂
い
た
。
会
場

は
例
年
に
も
増
し
て
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
、
午
後
９
時

ま
で
熱
気
に
包
ま
れ
た
夏
祭
り
と
な
っ
た
。 

 
 

ご
協
力
を
頂
い
た
関
係
各
位
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

亀
岡
市
総
合
防
災
訓
練
に
参
加
実
施 

（
９
月
５
日
） 

 

平
成
27
年
度
亀
岡

市
総
合
防
災
訓
練
が

９
月
５
日
（
土
）早
朝

か
ら
正
午
ま
で
実
施

さ
れ
た
。 

 

当
日
は
➀
午
前
６

時
30
分
に
大
雨
（
土

砂
災
害
）・洪
水
警
報

の
発
令
、
今
後
も
断

続
的
な
降
雨
が
見
込

ま
れ
る
と
い
う
想
定 

の
も
と
自
主
防
災
会
の
部
長
（
区
長
）以
上
に
よ
る
亀
岡
市

と
の
情
報
伝
達
訓
練
、
②
亀
岡
市
本
部
会
場
訓
練
（
会
場
・

大
堰
川
緑
地
東
公
園
）に
参
加
（
５
名
）し
て
の
初
期
消
火
訓

練
、
救
急
搬
送
訓
練
、
③

薭
田
野
町
地
域
拠
点
会
場
訓
練

 
と
し
て
午
前
７
時
45
分
か
ら
自
主
防
災
会
の
各
区
班
長
以

上
65
名
参
加
の
も
と
、
佐
藤
俊
之
氏
（
佐
藤
医
院
長
）、
武

田
紗
代
子
氏
（
吉
川
ゆ
う
薬
局
薬
剤
師
）指
導
に
よ
る
救
急

救
護
・救
急
医
薬
品
の
使
用
方
法
等
を
受
講
、
及
び
消
防
分

団
の
指
導
に
よ
る
土
の
う
作
成
訓
練
を
実
施
し
た
。 

 

参
加
者
は
防
災
意
識
の
高
揚
及
び
緊
急
事
態
に
お
け
る

対
処
方
法
等
に
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
。 
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敬
老
会
が
多
数
参
加
の
も
と 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

盛
大
に
開
催
さ
れ
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
９
月
21
日
） 

亭
に
変
更
、
中
部
保
育
所
園
児
に
よ
る
太
鼓
、
老
人
ク
ラ
ブ

有
志
に
よ
る
踊
り
と
松
園
荘
お
か
み
さ
ん
の
舞
の
披
露
、
そ

し
て
歌
手
に
よ
る
歌
謡
シ
ョ
ー
等
の
メ
ニ
ュ
ー
で
実
施
し
た
。 

 
 

本
年
度
敬
老
会
対
象
者
４
５
３
名
の
う
ち
、
参
加
者
は
１

５
９
名
と
な
り
出
席
率
は
約
35
％
で
、
昨
年
度
よ
り
26
名
も

多
い
参
加
が
あ
り
、
大
変
喜
ん
で
い
る
。 

   

当
日
は
竹
岡
敏
亀
岡
市
教
育
委
員
会
教
育
長
（
亀
岡
市

長
代
理
）、
田
中
英
之
衆
議
院
議
員
、
田
中
英
夫
・中
村
正

孝
両
京
都
府
議
会
議
員
、
田
中
豊
・奥
村
泰
幸
両
亀
岡
市
議

会
議
員
等
々
に
来
賓
と
し
て
花
を
添
え
て
い
た
だ
き
、
昨
年 

自
治
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

◆
新
た
に 

「国
道
３
７
２
号 

 
 

柿
花
工
区
対
策
協
議
会
」の
体
制
が
決
定
！ 

 

国
道
３
７
２
号
線
は
亀
岡
市
加
塚
の
国
道
９
号
線
を
起
点

と
し
、
兵
庫
県
篠
山
市
福
住
で
国
道
１
７
３
号
と
交
差
し
、

姫
路
市
に
至
る
東
西
の
幹
線
道
路
で
あ
り
、
災
害
時
に
お
け

る
第
一
次
緊
急
輸
送
道
路
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

平
成
27
年
度

敬
老
会
が
９
月

21
日
（
月
祝
）の

「敬
老
の
日
」に

合
わ
せ
て
松
園

荘
・保
津
川
亭
で

開
催
さ
れ
た
。  

  

本
年
度
は
各

区
老
人
会
長
の

意
見
を
拝
聴
し
、

開
催
場
所
を
松

園
荘
・保
津
川 

度
と
異
な
っ
た
出
し
物
等
に
参
加
者
の
皆
様
は
た
い
へ
ん
喜
ん

で
い
た
だ
け
た
様
子
だ
っ
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
老
人
ク
ラ
ブ
及
び
関
係
者
の
皆
様
の
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
「よ
り
楽
し
く
・よ
り
元
気
な
敬
老
会
」を
目

指
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。 

 

ま
た
、
湯
ノ
花
温
泉
る
り
渓
公
園
等
の
観
光
道
路
に
な
っ
て

い
る
が
、
幅
員
が
狭
く
、
あ
る
い
は
線
形
が
悪
い
た
め
車
両
の

離
合
や
歩
行
者
等
の
安
全
な
通
行
に
支
障
を
き
た
し
て
い
る

区
間
が
あ
る
こ
と
か
ら
整
備
の
推
進
が
図
ら
れ
て
来
た
。 

 

こ
れ
に
合
わ
せ
て
早
期
整
備
に
向
け
平
成
７
年
度
よ
り
「国 

道
３
７
２
号
線
バ
イ
パ
ス
促
進
協
議
会
」を
沿
線
８
自
治
会
（

薭

 

田
野
町
・曽
我
部
町
・吉
川
町
・本
梅
町
・宮
前
町
・東
本
梅
町 

・畑
野
町
・亀
岡
地
区
西
部
）の
会
長
並
び
に
市
議
会
議
員
及 

び
各
町
よ
り
推
薦
さ
れ
た
メ
ン
バ
ー
に
よ
り
設
立
し
、
取
り

組
ん
で
来
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

平
成
26
年
４
月
30
日
に
湯
ノ
花
工
区
の
供
用
開
始
感
謝
式

が
行
わ
れ
、
当
該
地
周
辺
の
整
備
工
事
も
完
了
の
見
込
み
が

つ
い
た
こ
と
か
ら
こ
れ
ま
で
の
促
進
協
議
会
の
解
散
を
検
討
さ

れ
て
き
た
が
、
柿
花
地
内
の
一
部
区
間
が
未
整
備
で
あ
る
こ 

と
か
ら
こ
れ
ま
で
の
促
進
協
議
会
は
一
旦
、
解
散
し
た
後
、

新
た
に
柿
花
工
区
対
策
協
議
会
を
設
立
し
、
当
該
区
間
の

早
期
整
備
に
向
け
て
取
り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。 

 
な
お
、
新
体
制
に
つ
い
て
は
、
次
ペ
ー
ジ
の
と
お
り
で
す
。 



◆
京
都
亀
岡
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の 

 

「お
も
て
な
し
応
援
」に
ご
協
力
を
！ 
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自
治
会
横
防
災
倉
庫
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
に
農
業
協

同
組
合
か
ら

薭
田
野
町
自
治
会
及
び
薭
田
野
財
産
区
管
理

会
の
協
力
を
得
て
亀
岡
市
が
購
入
し
、
以
降
「指
定
管
理
者
」

と
し
て

薭
田
野
町
自
治
会
が
管
理
運
営
し
て
い
た
と
こ
ろ
で

あ
る
が
、
亀
岡
市
よ
り
「平
成
27
年
度
か
ら
５
ケ
年
計
画
で

防
災
備
蓄
品
の
増
強
を
図
る
た
め
、
本
倉
庫
の
指
定
管
理
者

を
返
上
し
て
も
ら
い
た
い
」と
の
要
請
が
あ
り
、
自
治
会
役
員

会
及
び
米
倉
庫
と
し
て
利
用
の
方
々
と
協
議
し
、
７
月
末
日

を
も
っ
て
指
定
管
理
者
を
返
上
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。 

 

こ
れ
に
よ
り
、
今
後
は
防
災
倉
庫
の
利
用
管
理
権
限
は
亀

岡
市
に
移
り
、

薭
田
野
町
民
が
本
倉
庫
を
利
用
す
る
こ
と
は

出
来
な
く
な
っ
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し
ま
す
。 

◆
自
治
会
横
防
災
倉
庫
の
指
定
管
理
者
を
返
上 

  
 

名 
 

称 
 

国
道
３
７
２
号
柿
花
工
区
対
策
協
議
会 

 
 

構
成
員 

 

沿
線
自
治
会
会
長
及
び
市
議
会
議
員 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

（沿
線
８
自
治
会
は
前
述
の
と
お
り
） 

 
 

役 

員    

会 
 

長 

奥
村
泰
幸
市
議
会
議
員 

 
 
 

          

副
会
長 
山
内 

 

安
畑
野
町
自
治
会
長 

 
 
 

          

会 
 

計 

大
石
慶
明

薭
田
野
町
自
治
会
長

 

も
ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー
で
参
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。 

 

マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス
の
半
分
程
度
が
当
町
地
区
内
に
あ
る
こ
と

か
ら
当
町
と
し
て
大
本
本
部
駐
車
場
に
お
い
て
南
桑
中
学
校

生
徒
に
よ
る
吹
奏
楽
演
奏
と
奥
条
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
付
近
で
第

二
か
め
お
か
作
業
所
の
皆
さ
ん
に
よ
る
太
鼓
の
応
援
を
計
画

し
て
い
る
。
ま
た
宮
奥
橋
付
近
の
第
一
給
水
所
に
お
い
て
当
町

か
ら
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
20
名
に
よ
る
給
水
活
動
を
実
施
す
る
。 

 
 

町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
沿
道
で
の
心
の
こ
も
っ
た
応
援
で
激

励
を
い
た
だ
き
、
薭
田
野
町
民
の
心
の
優
し
さ
、
温
か
さ
を
全

国
の
ラ
ン
ナ
ー
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
多
数
の
応
援
参

加
を
お
願
い
し
ま
す
。 

各
区
の
動
き

 

太 

田 

区 

お
手
柄
ワ
ン
ち
ゃ
ん 

   

猛
暑
が
続
く
７
月
22
日(

水
）夕
方
、
松
井
祥
一
さ
ん
が
愛

犬
の
「ま
る
チ
ャ
ン
」と
散
歩
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
急
に
散
歩

コ
ー
ス
を
外
れ
、
あ
る
一
軒
家
へ
走
り
だ
し
た
。
松
井
さ
ん
が

追
い
か
け
て
、
そ
こ
の
お
宅
へ
行
く
と
ト
イ
レ
の
中
で
熱
中
症 

   
 で

具
合
い
が
悪
く
な
り
助
け
を
求

め
ら
れ
て
い
る
声
が
聞
え
、
直
ち
に

警
察
へ
通
報
、
救
出
さ
れ
救
急
車
で

搬
送
さ
れ
て
一
命
を
取
り
止
め
ら

れ
た
。 

ワ
ン
ち
ゃ
ん
の
お
手
柄
と

不
思
議
な
能
力
に
感
動
し
た
出
来

事
で
あ
っ
た
。  

 

奥

条

区 

グ
リ
ー
ン
・ツ
ー
リ
ズ
ム 

研
修
旅
行
を
実
施 

  

８
月
23
日
（
日
） 

奥
条
農
地
水
環
境
保
全
向
上
活
動
組

織
は
、
農
林
水
産
省
提
唱
の
グ
リ
ー
ン
・ツ
ー
リ
ズ
ム
と
し

て
研
修
旅
行
を
実
施
、
奥
条
区
民
63
名
（
大
人
45
名
・子

ど
も
18
名
）が
参
加
し
た
。 

 

グ
リ
ー
ン
・ツ
ー
リ
ズ
ム
と
は
、
「緑
豊
か
な
農
山
漁
村

地
区
に
お
い
て
、
そ
の
自
然
、
文
化
、
人
々
と
の
交
流
を
楽

し
む
潜
在
型
余
暇
活
動
」の
こ
と
で
、
同
組
織
で
は
例
年
、

世
代
間
交
流
事
業
と
し
て
色
々
な
事
業
を
企
画
し
て
お

り
、
今
年
は
舞
鶴
親
海
公
園
、
ふ
れ
あ
い
農
園
、
舞
鶴
海

上
自
衛
隊
艦
艇
へ
の
見
学
会
を
開
催
し
た
も
の
で
、
当
日

は
晴
天
に
恵
ま
れ
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
。 

 
 

 
 

本
年
12
月
６
日
（
日
）に
市
制
60
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

亀
岡
運
動
公
園
～
赤
熊
ロ
ー
ド
パ
ー
ク
間
の
折
り
返
し
と
す

る
「京
都
亀
岡
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
大
会
」が
開
催
さ
れ
る
。 

 
 

全
国
か
ら
３
，
５
０
０
人
が
参
加
さ
れ
、
野
口
み
ず
き
さ
ん 
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京都府 

亀岡市 

各
種
団
体
か
ら
の
お
便
り 

老
人
ク
ラ
ブ
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

『ふ
れ
あ
い
学
級
』で
児
童
と
楽
し
い
ひ
と
時 

◆
11
名
の
二
年
生
と
６
月
９
日

（
火
）に
指
先
を
使
っ
て
、
あ
や

と
り
、
折
り
紙
を
楽
し
ん
だ
り
、

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
「豆
つ
か

み
」の
対
抗
戦
を
実
施
し
、
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。 

 

◆
７
月
14
日(

火) 

25
名
の
五

年
生
と
盆
踊
り
の
練
習
を
実

施
し
た
。
児
童
た
ち
は
丹
波 

音
頭
、
亀
岡
音
頭
を
短
時
間
で

習
得
し
、
８
月
15
日
（
土
）に
開

催
さ
れ
た
「ひ
え
だ
の
町
夏
祭 

 

『文
化
ク
ラ
ブ
』の
活
動 

 

◆
【絵
手
紙
】 

毎
月
第
二
火
曜
日 

 
 
 

作
品
展
展
示
を
「ひ
え
だ
の
町
夏
祭
り
」開
催
時
等 

 
 
 

に
実
施 

 

『研
修
旅
行
』に
参
加 

 

６
月
19
日(

金) 

亀
岡
市
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
研
修
旅 

行
に
45
名
が
参
加
、
「三
重
県
・長
島
な
ば
な
の
里
」へ
行
き
、 

バ
ス
６
台
に
分
乗
し
、

薭
田
野
町
は
そ
の
内
１
台
に
全
員
が

 

乗
車
、
往
復
の
車
中
や
現
地
で
も
良
き
研
修
会
と
な
っ
た
。 

 

上
・
下
佐
伯
伯
寿
会
の
活
動
状
況 

 

９
月
18
日(

金
） 

会
員

31
名
が
久
美
浜
温
泉
と
、

ぶ
ど
う
狩
り
に
行
っ
て
来

た
。 

 

あ
い
に
く
の
雨
も
、
ぶ

ど
う
狩
り
開
始
時
に
は

止
み
、
食
べ
放
題
を
満
喫

し
た
後
、
「湯
元
館
」旅

館
で
食
事
、
カ
ラ
オ
ケ
、 

   

天
川
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
状
況 

り
」に
大
勢
が
参
加
し
、
そ
の
成
果
を
披
露
し
て
く
れ
た
。 

◆ 

10
月
13
日
（
火
）に
四
年
生
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し

ん
だ
。 

 
 

今
後
は
、
11
月
に
六
年
生
、
12
月
に
一
年
生
と
ふ
れ
あ
い 

学
級
を
予
定
し
て
い
る
。 

◆
【囲
碁
】 

毎
月
第
一
、
第
三
水
曜
日 

◆
【書
道
】 

毎
月
第
三
水
曜
日
（
現
在
は
、
か
な
文
字
の
練
習
中
） 

 

敬
老
会
に
は
小
学
校
同
級
生
と
逢
え
る
な
ど
、
楽
し
い
日
々

を
過
ご
し
て
い
る
。 

 

太
田
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会
の
活
動
状
況 

を
受
け
た
。
そ
の
手
口
に
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か
、

騙
さ
れ
な
い
た
め
に
は
ど
の
よ
う
に
し
た
ら
良
い
の
か
等
を

話
し
て
い
た
だ
き
、
大
変
有
意
義
な
勉
強
会
と
な
っ
た
。 

 

７
月
８
日
（
水
） 

午
前
11
時
か
ら

１
時
間
に
渡
り
、

太
田
集
会
場
に

お
い
て
35
名
の

参
加
の
も
と
、

亀
岡
市
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
よ

り
矢
野
倫
子
先

生
を
講
師
に
招

き
、
「悪
徳
商
法

に
つ
い
て
」講
習 

温
泉
入
浴
を
し
て
楽
し
い
一
日
を
過
ご
し
た
。 
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亀岡市 

薭田野町 

鹿
谷
老
人
ク
ラ
ブ
寿
鹿
会
の
活
動
状
況 

  

鹿
谷
公
民
館
の
周
辺
、
ご
み
収
集
場
２
ケ
所
の
清
掃
、
ま
た

寄
せ
植
え
花
壇
の
手
入
れ
を
行
い
、
午
後
は
参
加
者
16
名
で

懇
親
を
図
り
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。 

 

９
月
15
日

(

火) 

午
前

中 

恒
例
と

な
っ
た
秋
の

清
掃
奉
仕

を
実
施
し

た
。 

 
  

柿
花
区
・
柿
楽
会
の
活
動
状
況 

◆
４
月
３
日
（
金
）女
性
会
員
３
名
に
よ
る
柿
花
公
民
館
内
外

の
清
掃
、
男
性
会
員
５
名
に
よ
る
国
道
３
７
２
号
線
、
市
道
の

カ
ン
・ビ
ン
等
の
回
収
作
業
を
実
施
し
た
後
、
昨
年
度
の
事
業

報
告
・決
算
報
告
を
行
っ
た
。 

◆
９
月
23
日
（
水
・祝
） 

「社
会
奉
仕
の
日
」と
し
て
女
性
会

員
５
名
、
男
性
会
員
４
名
に
よ
る
公
民
館
内
外
の
清
掃
及
び

国
道
３
７
２
号
線
・市
道
の
缶
・ビ
ン
等
の
収
集
活
動
を
実
施

し
空
き
缶
２
袋
、
ビ
ン
２
袋
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
２
袋
分
の
回
収
を

行
っ
た
。 

 
 

奥
条
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
状
況 

も
ら
っ
た
。 

 

８
月
12
（
水
）、
奥
条

区
よ
り
依
頼
を
受
け
、

奥
条
区
公
民
館
で
老
人

ク
ラ
ブ
会
員
が
佐
伯
灯 

 

夏
休
み
期
間
中
に
、
奥
条
子
ど
も
会
の
皆
さ
ん
か
ら
会
員

個
々
に
手
渡
し
で
暑
中
見
舞
い
を
頂
戴
し
、
元
気
も
併
せ
て 

籠
の
役
灯
籠
２
基
及
び
奥
条
人
形
浄
瑠
璃
用
具
の
見
守
り

を
実
施
し
た
。 

芦
ノ
山
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
活
動
状
況 

納
涼
大
会
に
参
加 

 

８
月
22
日
（
土
） 

芦
ノ
山

区
の
公
園
・集
会
場
に
お
い

て
区
民
の
親
睦
と
交
流
を

深
め
る
区
主
催
の
納
涼
大

会
が
午
後
３
時
か
ら
開
か

れ
、
今
回
は
区
の
厚
意
に
よ

り
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
の
女
性
会

員
に
カ
ッ
プ
一
杯
の
生
ビ
ー 

ル
が
サ
ー
ビ
ス
さ
れ
会
話
に
花
が
咲
い
た
。 

寄
せ
植
え
講
習
会
を
実
施 

 

６
月
20
日(

土
） 

晴
天
に
も

恵
ま
れ
区
集
会
場
で
本
年
度

第
１
回
目
の
寄
せ
植
え
講
習

会
を
実
施
し
た
。 

 

夏
の
高
温
に
強
く
青
い
小
花
が
涼
し
さ
を
誘
う
５
品
種
を
選 

ん
だ
。
寄
せ
植
え
の
楽
し
さ
は
４
ケ
月
に
渡
っ
て
鑑
賞
で
き
る 

こ
と
と
世
話
を
す
る
喜
び
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

（
今
回
の
寄
せ
植
え
品
種
） 

 

①
カ
ラ
ミ
ン
サ
・バ
リ
エ
ガ
ー
タ 

②
ペ
ン
タ
ス 

③
コ
リ
ウ
ス 

 

④
ビ
ン
カ(

紅
さ
く
ら) 

⑤
ア
メ
リ
カ
ン
ブ
ル
ー 

 
 

交
通
安
全
協
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

守
ろ
う
！ 

 
 

薭
田
野
町
の
子
ど
も
た
ち 

 

９
月
21
日
～
30
日 

ま
で
の
10
日
間
、
恒 

例
の
「秋
の
交
通
安
全 

運
動
」に
取
り
組
み
、 

小
学
校
周
辺
の
主
要 

な
交
差
点
等
に
お
い 

て
朝
の
登
校
を
見
守 

り
、
子
ど
も
た
ち
の 

交
通
事
故
か
ら
の
安 

全
を
願
っ
た
。 

 

 

も
ら
っ
た
暑
中
見
舞
い 
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京都府 

亀岡市 

薭田野町 

 

消
防
分
団
で
は
、
来
年
の
亀
岡
市
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会

に
向
け
訓
練
を
行
っ
て
き
た
。
。
例
年
の
訓
練
期
間
は
４
月

頃
か
ら
６
月
末
頃
ま
で
で
あ
る
が
、
今
年
は
選
手
の
希
望
に

よ
り
９
月
ま
で
実
施
し
、
９
月
15
日(

火
）に
は

薭
小
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
お
い
て
放
水
訓
練
を
行
っ
た
。 

 

選
手
は
気
合
の
入
っ
た
正
確
な
操
法
で
こ
の
時
期
と
し
て

は
上
々
の
仕
上
が
り
で
あ
っ
た
。 

 

こ
れ
か
ら
も
訓
練
を
重
ね
、
来
年
夏
に
は
、
皆
さ
ん
に
よ

い
報
告
が
出
来
る
よ
う
こ
れ
か
ら
も
精
進
し
て
い
き
ま
す
。 

 

 
消
防
分
団
か
ら
の
お
知
ら
せ 

青
少
年
育
成
協
議
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

 

９
月
13
日(

日
） 

午
前
８
時
よ
り
各
区
及
び
子
ど
も
会
、
Ｐ

Ｔ
Ａ
等
の
役
員
の
協
力
の
も
と
、
本
年
度
第
２
回
廃
品
回
収
事

業
を
実
施
し
た
。  

 

本
事
業
で
得
ら
れ
た
収
益
金
は
毎
年
度
、
学
校
図
書
購
入

や
学
校
施
設
の
整
備
改
善
の
一
部
と
し
て
活
用
さ
せ
て
も

ら
っ
て
お
り
、
本
年
度
は
小
学
校
児
童
の
下
駄
箱
の
と
こ
ろ
に

設
置
し
て
あ
る
ス
ノ
コ
が
傷
ん
で
釘
が
出
る
な
ど
危
険
で
あ
っ 

 
 た

た
め
、
新
調
を
さ

せ
て
も
ら
っ
た
。 

 

廃
品
回
収
事
業
に

協
力
を
い
た
だ
い
た

関
係
各
位
に
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

本
年
度
第
２
回
廃
品
回
収
事
業
を
実
施 

 
体
育
振
興
会
か
ら
の
お
知
ら
せ 

記
念
大
会
を
制
し
た
の
は 

「鹿
谷
区
」 

 

 

市
制
60
周
年
記
念
・第
30
回
大
会
記
念 

 
 

 
 

 

町
民
大
運
動
会
を
開
催
！ 

 
 

準
優
勝
は
昨
年
度
優
勝
の
柿
花
区 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

第
３
位
は
下
佐
伯
区 

 
 

 

 

 

10
月
４
日(

日
）秋
晴
れ
の
下
、
市
制
60
周
年
記
念
・第
30

回
大
会
記
念
町
民
大
運
動
会
が
開
催
さ
れ
、
熱
戦
が
繰
り

広
げ
ら
れ
た
。 

 

当
日
は
午
前
８
時
30
分
、
美
馬
副
実
行
委
員
長
の
開
会
宣

言
に
始
ま
り
、
今
大
会
は
市
制
60
周
年
記
念
・第
30
回
大
会 

 
 

記
念
で
あ
っ
た
た
め
、
来
賓
各
位
の
ほ
か
、
か
め
ま
る
君
を
招

い
て 

「く
す
玉
割
り
」を
行
っ
た
。 

 
 

そ
の
後
、
大
会
会
長
の
大
石
自
治
会
長
を
は
じ
め
、
来
賓

各
位
の
挨
拶
、
紹
介
の
後
、
下
佐
伯
区
の
楠
翔
稀
君
・西
村

杏
子
実
さ
ん
の
選
手
宣
誓
に
よ
り
、
大
会
の
火
ぶ
た
が
切
っ

て
落
と
さ
れ
た
。 

 
 

今
大
会
は
か
め
ま
る
君
の
登
場
で
、
子
ど
も
た
ち
も
興

味
津
々
で
大
い
に
盛
り
上
が
あ
っ
た
。
ま
た
手
作
り
の
玉
入

れ
の
玉
を
「運
動
会
に
役
立
て
て
！
」と
の
新
聞
記
事
を
拝
見

し
、
引
き
取
り
手
を
探
し
て
お
ら
れ
た
旭
町
の
川
勝
和
恵
さ

ん
に
連
絡
を
し
て
、
10
年
以
上
に
わ
た
っ
て
こ
つ
こ
つ
と
作
り

続
け
て
来
ら
れ
た
玉
80
個
を
い
た
だ
き
、
運
動
会
の
当
日
、

玉
入
れ
に
使
わ
せ
て
も
ら
っ
た
。 

   

な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
。 

  
 【総

合
成
績
】 

 

優 

勝
・鹿
谷
区 

 
 
 

第
６
位
・芦
ノ
山
区 

 

 

準
優
勝
・柿
花
区 

 
 
 

第
７
位
・奥
条
区 

 

第
３
位
・下
佐
伯
区 

 

第
８
位
・西
佐
伯
区 

 

第
４
位
・天
川
区 

 
 
 

第
９
位
・太
田
区 

 

第
５
位
・上
佐
伯
区 

【種
目
別
成
績
】 

（３
位
ま
で
） 

 

▼
市
長
杯
（
年
齢
別
リ
レ
ー
） 

 
 

１
位
・下
佐
伯
区 

２
位
・柿
花
区 

３
位
・鹿
谷
区 

 

▼
老
人
ク
ラ
ブ
会
長
杯
（
メ
デ
ィ
シ
ン
グ
ボ
ー
ル
リ
レ
ー
） 

 
 

１
位
・西
佐
伯
区 

２
位
・鹿
谷
区 

３
位
・芦
ノ
山
区 

 

▼
防
犯
推
進
協
議
会
支
部
長
杯
（
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
） 

 
 

１
位
・柿
花
区 

２
位
・芦
ノ
山
区 

３
位
・太
田
区 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

（
次
ペ
ー
ジ
へ
つ
づ
く
） 
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▼
体
育
振
興
会
長
杯
（
ざ
る
引
き
リ
レ
ー
） 

 
 

１
位
・鹿
谷
区 

２
位
・柿
花
区 

３
位
・天
川
区 

 

▼
青
少
年
育
成
協
議
会
長
杯
（
大
縄
跳
び
）  

 
 

１
位
・天
川
区 

２
位
・鹿
谷
区 

３
位
・芦
ノ
山
区 

 

▼
財
産
区
管
理
会
委
員
長
杯
（
綱
引
き
） 

 
 

１
位
・上
佐
伯
区 
２
位
・天
川
区 

３
位
・ 

 

▼
消
防
分
団
長
杯(

消
防
団
リ
レ
ー
） 

 
 

１
位
・３
部
４
班 

 

▼
商
工
会
長
杯
（
三
輪
車
リ
レ
ー
） 

 
 

１
位
・上
佐
伯
区 

２
位
・下
佐
伯
区 
３
位
・天
川
区 

 

▼
社
会
福
祉
協
議
会
長
杯
（
四
人
五
脚
） 

 
 

１
位
・下
佐
伯
区 

２
位
・柿
花
区 

３
位
・天
川
区 

   

編
集
委
員
長 

 

大
石
慶
明
自
治
会
長 

 
 

編
集
委
員 

美
馬
俊
男

（
自
治
会
）
・
大
西
欣
也
（
自
治
会
）
・
石
田
秀
夫
（
交
安
協
）
・
安
居
博
光

（
防
犯
推
進
）
・
大
西
尚
人
（
消
防
分
団
）
・
村
口
素
髙
（
老
人
ク
ラ
ブ
）
・
藤

野
照
雄
（
民
生
児
童
委
員
）
・
齊
藤
孝
雄
（
地
区
社
協
）
・
稲
荷
良
一
（
青

少
協
）
・
美
馬
健
司
（
体
振
）
・
鈴
木
千
里
（
子
ど
も
会
）
・
藤
本
泉
泰
（
亀

岡
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
員
）
・
小
寺
風
輝
亀
岡
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
員
） 

 

柿
花
区 

奥
条
区 

 

 

 

▼
交
通
安
全
協
会
支
部
長
杯
（
大
玉
こ
ろ
が
し
） 

 
 

１
位
・下
佐
伯
区 

２
位
・天
川
区 

３
位
・柿
花
区 

 

▼
一
発
逆
転
玉
入
れ 

 
 

１
位
・天
川
区 

２
位
・鹿
谷
区 

３
位
・柿
花
区 

 

▼
男
女
ペ
ア
二
人
三
脚
リ
レ
ー 

 
 

１
位
・下
佐
伯
区 

２
位
・鹿
谷
区 

３
位
・柿
花
区 

  

  

近
年
、
増
加
す
る
住
宅
火
災
で 

死
亡
原
因
と
し
て
逃
げ
遅
れ
が
半 

数
以
上
を
占
め
て
い
る
。
火
災
の
早 

期
発
見
に
よ
り
死
者
を
減
ら
す
こ 

と
を
目
的
に
平
成
16
年
に
消
防
法 

が
一
部
改
正
さ
れ
、
す
べ
て
の
住
宅 

に
「住
宅
用
火
災
警
報
器
」の
設
置 

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。 

 

当薭
田
野
町
の
設
置
率
は
全
国
及
び
京
都
府
、

 

亀
岡
市
平
均
よ
り
非
常
に
低
い
状
況
で
す
。 

 
 

自
ら
の
安
心
の
た
め
、
是
非 

  
 

 

「
住
宅
用
火
災
警
報
器
」
の
設
置
を
お
勧
め
し
ま
す 

火災警報器設置率 

薭田野町は非常 
 に低いよ～ 

薭田野町 
亀岡市 

全 国 
京都府 
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Ｑ
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
ど
こ
に
設
置
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？ 

Ａ
取
り
付
け
場
所
は
寝
室
と
台
所
で
す
。 

 

2
階
や
3
階
に
寝
室
が
あ
る
場
合
に
は
避
難
経
路
で
あ
る
階
段
部
分 

 

に
も
設
置
が
必
要
で
す
。 

 

＊
そ
の
他
詳
細
に
つ
い
て
は
販
売
店
又
は
消
防
署
に
確
認
し
て
下
さ
い
。 

Ｑ
様
々
な
種
類
の
住
宅
用
火
災
報
知
器
が
有
り
ま
す
が
、
選
ぶ
基 

 

準
は
あ
り
ま
す
か
？ 

Ａ
住
宅
用
火
災
報
知
器
は
煙
感
知
器
と
熱
感
知
器
の
2
種
類
に
分
か
れ 

 

ま
す
。 

 

火
災
時
は
煙
の
方
が
早
く
伝
わ
る
た
め
、
煙
感
知
器
を
奨
励
し
て
い
ま 

 

す
。
台
所
は
煙
感
知
器
を
設
置
し
た
場
合
、
料
理
等
の
煙
で
誤
作
動
を 

 

起
こ
す
こ
と
が
有
る
た
め
、
熱
感
知
器
を
設
置
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
ま 

 

す
。
ま
た
、
商
品
に
Ｎ
Ｓ
マ
ー
ク
が
付
い
て
い
る
も
の
は
日
本
消
防
検 

 

定
協
会
の
検
定
を
合
格
し
て
い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
の
で
、
選
ぶ
時 

 

の
基
準
に
し
て
下
さ
い
。 

Ｑ
ど
こ
で
購
入
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？ 

Ａ
主
に
防
災
設
備
取
扱
店
、
電
気
器
具
販
売
店
、
ホ
ー
ム 

 

セ
ン
タ
ー
、
家
電
販
売
店
等
で
購
入
す
る
こ
と
が
出
来 

 

ま
す
。
ま
た
、
購
入
の
際
は
、
町
会
・
自
治
会
等
で
共 

 

同
購
入
す
る
と
安
価
で
購
入
で
き
る
場
合
も
あ
り
、
悪 

 

質
な
訪
問
販
売
の
被
害
も
防
げ
ま
す
。 

Ｑ
取
り
付
け
は
簡
単
で
す
か
？ 

Ａ
同
警
報
器
は
配
線
式
の
タ
イ
プ
と
電
池
式
の
タ
イ
プ
が 

 

あ
り
、
電
池
式
で
あ
れ
ば
ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
で
感
嘆
に 

 

取
り
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

電
池
の
寿
命
は
約
一
〇
年
で
す
。 

Ｑ
維
持
管
理
は
ど
う
す
れ
ば
い
い
で
す
か
？ 

感知した警報器単独
で鳴動するタイプ 

感知すれば全ての警報
器が鳴動するタイプ 

音と光で知らせ
てくれるタイプ 

感知すれば単独で鳴動するもの以外に、連動したものや耳の       
不由な方たちのために、光を伴い警報を発するものもあります。 
     購入の際は、検討してみましょう。 

Ａ
業
者
に
よ
る
点
検
等
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。
定
期
的
に 

 

試
験
ボ
タ
ン
を
押
す
等
し
て
本
体
に
異
常
が
無
い
か
確 

 

認
し
て
下
さ
い
。 

 

異
常
が
有
れ
ば
本
体
を
交
換
し
て
下
さ
い
。 
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